
推進体制

農畜水産関係を中心とした産学官連携対応組織

東京オリ・パラ「阿波ふうど」でおもてなし協議会

2017年11月に設立

・東京オリパラの「食」に関する情報の一元化及び共有

・持続可能性に配慮した農畜水産物の生産振興及び消費者対応

・ホストタウン対象国との農山漁村交流対応

・ホストタウン対象国への「食」のサポート 東京オリパラの「食」に関する
包括的対応組織

方向性の決定

東京オリパラを契機とし、安全安心な「阿波ふうど」を世界に発信

資料８

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　東京オリ・パラへの食材供給やホストタウン対象国との交流を推進するため、　　県を挙げた一体的な取組みができるよう、昨年11月に県内農畜水産関係団体等で構成する　　東京オリ・パラ「阿波ふうど」でおもてなし協議会を立ち上げた。・　本協議会の役割としては，　　　東京オリパラへの食材対応　　　ホストタウン対象国との「食」をテーマとした交流　　　持続可能性に配慮した農畜水産物の生産振興や消費者対応　を掲げ，関係団体が連携して取り組んでいる。



持続可能性の高いGAP食材のＰＲ

◎ とくしまエシカル農産物
持続可能性の高い生産方法で栽培される「GAP認証取得農産物」、

「有機農産物」、「エコファーマー生産農産物」を「とくしまエシカル農産物」
として位置づけ、消費者にＰＲ

・エシカル（ethical）：「倫理的・道徳的」の意
・エシカル消費：環境や社会に配慮した製品やサービスを選んで消費すること。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　徳島県では，「ＧＡＰ農産物」をはじめ，「有機農産物」、「エコファーマー生産農産物」を「エシカル農産物」として位置づけ、消費者に「エシカル消費」として，選択的に購入していただくためのＰＲを展開している。・　生産者の研究会を設立するとともに，認証マークを集めて応募していただくキャンペーンの実施やイベント等で消費者にＰＲを実施。・写真は，「親子で学ぼう，エシカル消費」でとくしまエシカル農産物について説明している様子。消費者担当部局とも連携し，「エシカル消費」推進の中で，農産物についてもＰＲしている。



県庁食堂におけるＧＡＰ野菜等を使用したメニューフェア（H30.7）

とくしま安２ＧＡＰ農産物の魅力を県民の方々にも

持続可能性の高いGAP食材のＰＲ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　今年７月には，オリンピックの開催日に合わせ，「ＧＡＰ農産物」について，消費者の認知度を高め，生産現場でのＧＡＰ取組をさらに推進するため，県庁食堂でＧＡＰ野菜等を使ったメニューフェアを開催した。・　ＧＡＰ野菜のサラダバーや「鮭と白ナスの味噌チーズ焼き」等のメニューに取り入れられ，好評を得ました。



徳島県が持つ「食」に関する強み

「オリパラ食材調達基準」を満たす「とくしま安２ＧＡＰ認証制度・優秀認定」
（平成２３年から運用）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　オリパラ食材調達基準を満たす，我が県独自のGAP制度　「とくしま安２GAP」を平成２３年から運用している。・　生産量日本一の生しいたけや，　コウノトリが舞い降りる田んぼでエコファーマーが栽培しているレンコン，　外国人に大人気のゆずや農福連携で生産されるミディトマトなど，　GAPを取得した持続可能性の高い農産物が多くあり，現在，３1件を認定している。



徳島県が持つ「食」に関する強み

「世界農業遺産」であるにし阿波地域などに息づく農山漁村文化
（今年３月，「にし阿波の傾斜地農耕システム」が「世界農業遺産」に登録）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　今年３月，国連食糧農業機関（ＦＡＯ）から「にし阿波の傾斜地農耕システム」が「世界農業遺産」に認定された。・　場所によっては斜度40度にもなる急傾斜地で、段々畑のような水平面を形成せずに傾斜地のまま農耕し、　　風雨などで起こる土の流出を草地で採取した敷き草 （カヤ）を畑にすき込むことで最小限に抑え、　　そば等の雑穀や伝統野菜に山菜、果樹など少量多品目を組み合わせる複合経営により、山間地の環境に適応した持続的な農耕システムです。��・　400年以上にもわたり、この農耕システムが継承されてきたことにより、日本の原風景ともいえる山村景観、そして農耕にまつわる伝統行事なども人々の手で守られ継承されています。�・　これら，にし阿波地域など，日本の原風景とも言えるロケーションと農山漁村文化がしっかりと息づいており，　食材の供給とともに農山漁村での交流が期待される。



徳島県が持つ「食」に関する強み

徳島の豊かな「食」の魅力と価値を伝える統一イメージ「阿波ふうど」
「AWA」を回転すると「幸せ」

「新鮮 なっ！とくしま」号
新型ＰＲ車両
「でり･ばりキッチン阿波ふうど号」

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　　「阿波ふうど」は，徳島県産食材の魅力や価値を伝えるブランドネーム。　「阿波（徳島）の風土に育まれた食が幸せをもたらす」ということを表現。　県内外での商談会や各種イベント等で使用し，「徳島の食」の魅力を発信している。・　２台のＰＲ車両は，キッチン機能，ステージ機能を有しており，　　機動力を活かして，全国のイベントで，県産食材の試食，ＰＲを行っている。・　このような強力なＰＲツールの機能をフルに活用したブランディングを推進している。



徳島県が持つ「食」に関する強み

１Ｆ マルシェ バル

首都圏での情報発信の拠点
「Turntable」

２Ｆ レストラン（３０席）

２Ｆ～５Ｆ ホステス

平成３０年２月 東京渋谷にオープン

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　さらに，今年２月，渋谷にオープンした「ターンテーブル」は，　　徳島の食材を主役としたメニューを提供するレストランとマルシェと宿泊の機能を有する　　国内初のアンテナショップ。・1階は，特産品を販売するマルシェと，軽食を提供するバル・2階は，レストラン・２～５階は，計６４床の宿泊施設となっています。・徳島の食材を使ったおいしい料理を堪能していただき，そのまま泊まれる　食や宿泊を通じて，徳島の魅力に共感していただく「体験型施設」となっています。・イベント等の活用も可能ですので，ぜひ，ご利用ください。　



ホストタウン対象国との交流

とくしま安２ＧＡＰ農産物を活用したメニュー開発と食材の提供

ドイツU-18柔道チームに提供した翡翠ナスと生しいたけの料理（H29.8）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　美食の宝庫である徳島県では，東京オリンピック・パラリンピック開催にむけて，　「食に関する特徴あるホストタウン交流計画」に基づき，食材はもとより，　農村漁村交流を通じた交流活動を行っているところ。・　この写真は，昨年８月に来県したドイツU-１８柔道チームに提供した料理と交流の様子である。・　上段右側写真のサラダには，徳島県阿波市特産の翡翠なすと神山町特産の生しいたけが入っている。・　下段左側写真はドイツでよく食されるじゃがいもを，スライスした翡翠なすで巻いた料理である。・　これらの料理は，調理を行ったケータリング業者と生産者が双方の意見を出し合い，この日のために作ったオリジナルメニューである。



ジュニアユース卓球ドイツNZ州，中国湖南省，日本強化チームに提供した
シャインマスカット（H30.8）

とくしま安２ＧＡＰ農産物を活用したメニュー開発と食材の提供

ホストタウン対象国との交流

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　今年８月に来県したドイツ，中国のジュニアユース卓球チームには，旬の美馬市産シャインマスカットを提供した。・　両国の選手ともシャインマスカットの甘さや高い香りに驚いた様子で，食を通じ，リラックスできる時間を持っていただくきっかけとなった。・　食材提供を契機に輸出を検討している。



梨のもぎ取り体験（H29.8 ドイツU-18柔道チーム）

おにぎりづくり交流（H29.10 ドイツNZ州カヌーチーム）

「食」に関する地域資源の活用でおもてなし

ホストタウン対象国との交流

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　農山漁村交流では，上段写真の梨のもぎとり体験や，　下段写真にあるように，強化合宿に参加する地元高校生も含めた　みんなでおにぎりを握り，食する「おにぎり交流」を実施してきたところ。



徳島商業高校とカンボジア・日本友好学園との交流
（フェアトレード商品を共同開発・販売）

ホストタウン対象国との交流

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　一方のホストタウン対象のカンボジアとの交流は，　  後ほど発表がありますが，徳島商業高校とカンボジア・日本友好学園を中心に交流が行われています。・　椰子砂糖を活用したフェアトレード商品を共同開発し，販売しています。・　昨年12月に完成した現地生産加工工場は，グローバルＧＡＰ認証を目指し，　　東京オリンピック・パラリンピックへの提供も目指しています。



WWAウェイクボード世界選手権会場ではGAP食材を活用したメニュー，試食品を提供
（H30.９）

ウェイクボード世界選手権でのおもてなし
とくしま安２ＧＡＰ農産物の魅力を観客の方々にも

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　また，今年８月30日から９月２日にかけて三好市池田ダム湖にて開催されたWWAウェイクボード世界選手権歓迎レセプションでは，GAP取得農産物やGAPチャレンジシステムに取り組む畜産物を食材に，世界から集う選手に和食の代表格である天ぷらや地鶏・阿波尾鶏のオリジナル料理を提供。・　選手たちはそれぞれにお気に入りの料理をチョイスし，歓迎の夕べを楽しんだ。・さらに，観客の皆様にも高品質なGAP食材の魅力を体感いただくため，会場に試食コーナーを設け，「阿波市産白なすの揚げ浸し」や「阿波尾鶏と神山町産しいたけの天ぷら」など，キッチンカー「でり･ばりキッチン阿波ふうど号」を活用し，できたての試食をお楽しみいただいた。・　特に外国人には，ナスの揚げ浸しは日本ならではの味と好評であった。



世界農業遺産魅力体感モデルツアーの実施（H30.８ 徳島県つるぎ町）

「食」に関する地域資源の活用でおもてなし

ウェイクボード世界選手権でのおもてなし

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・　さらに，先日は，世界農業遺産のにし阿波地域において，　ウェイクボード世界選手権のお客様（観客）を対象に，「世界農業遺産魅力体感ツアー」を実施した。・　このツアーの特徴は，サイクリングを中心としたアクティビティを通じて，文字通り魅力を体感頂く内容となっているところである。・　サイクリングやキャニオニングに加え，食事はごういもなどの地域野菜やシカ肉などのジビエ料理とした。・　また，急傾斜畑を登っていただき，先人から受け継がれる山村農業の息吹を感じていただいた。・　徳島ならではの「食のおもてなし」がオリンピックレガシーへと繋がるよう今後とも　取組を加速したい。
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